
ト
ン

I41イ

室
呑
待
。

ド
ン
Z

ン

頓
岡

部
は
銃
強
。
本
願
寺
糾
如
の

子
、
巧
如
の
潟
。
初
め
越
前
際
島
に
組
勝
寺
を
附
い

た
。
今
起
勝
寺
に
体
へ
る
願
凶
の
凹
出
品
開
に
、
本
願
寺

町
如
が
帥
品
川
出
民
間
協
と
製
剤
官
し
て
応
る
か
ら
、
的
裁
は

続
出
の
穏
で
あ
ら
う
と
い
ふ
者
も
あ
る
が
、
反
政
相
出

掛
等
に
凡
べ
て
総
勢
に
作
っ
て
ゐ
る
。
矧
凶
後
年
能

尖
抑
制
抗
体
に
隣
銭
す
る
江
沼
部
戸
俸
に
佐
坊
を
悦

へ

て
木
市
叫
寺
と
抑
制
し
、
文
同
部
凶
山
に
浮
徳
寺
中
」
訟
で
、

文
宏
凶
年
正
月
十
五
日
六
十

了
国
を
以
て
本
山
地
寺
に

寂
し
た
。
そ
の
組
勝
寺
は
嫡
子
如
詮
玄
凶
綴
ぎ
、
本

叩
叫
寺
は
二
子
…
辿
削
{
品
川
恕
之
を
手
け
、
博
徳
寺
は
如
註

玄
制
限
の
子
珍
祐
川
困
惑
が
綴
い
だ
。

ド
ン
カ
イ

曇
開

J
キ
ウ
ゾ
ド

y
力

イ

希

迎

辺
倒
。

ド
ン
ガ
ン
ジ
頓
願
寺

町
随
時
制
州
分
に
あ
っ
て
、

深
宗
束
振
に
幽
す
る
。
初
め
凶
分
に
尉
り
、
元
利
八

年
小
島
に
移
。
、
問
氷
九
年
七
回
出
に
判
じ
、
明
治
三

十
八
年
夏
に
今
の
地
に
移
っ
た
と
あ
る
。

ト
ン
ジ
ヨ
ウ

頓
成

J
タ
マ
ザ
キ
ト
ン
ジ
ヨ
ワ

妓
附
似
成
。

ド
ン
ズ
イ
ゼ
ン
ミ
ヨ
ウ

曇
端
一協
商

石
川
術
的

洞
宗
大
来
寺
凶
十
二
代
の
住
持
。
美
抑
制
の
入
、
坪
井

氏
。
初
め
牧
午
洗
午
に
金
昌
寺
に
投
じ
て
削
減
し
、

資
師
三
年
長
門
金
山
寺
に
於
い
て
大
腕
釣
の
泊
職
と

な
り
、
同
年
同
防
副
畠
守
の
門
老
に
併
法
、
明
和
元

年
金
砂
押
即
位
寺
に
入
。、

在
住
十

一
年
、
安
永
六
年

金
山
寺
に
砂
り
、
同
年
大
束
寺
の
前
を
泣
け
て
人
山

開
堂
し
、
十
二
一
年
の
後
退
院
、
悩
律
に
妙
法
寺

・
臨

本
寺
を
創
め
、
貨
政
十

一
年
八
月
捌

H
妙
法
寺
で
寂

し
た
。

ド
ン
ド
バ
シ
ど
ん
ど
搭

金
剛
伸
縮
梁
記
に
.『
ど

ん

作

品

、
三
枇
』
と
あ
る
。
三
枇
に
あ
っ
て
、
今

は
ど
ん
ど
舗
と
い
」
。
ど
ん
ど
と
は
、
小
立
野
の
百

々
女
木
綿
と
同
じ
〈
、
そ
の
水
脅
を
い
う
た
の
で
あ

る。

中
賀
村
に
し
て
武
際
土
地
不
足
の
も
の
は
積
地
を
出

開
削
す
る
こ
と
を
得
と
布
告
し
た
に
抑
ら
ず
、
磁
技
部

簡
明
寺
村
等
四
ャ
村
が
之
を
部
う
た
時
本
検
地
を
行

は
ず
、
西
明
寺
村
に
は
内
総
地
に
よ
っ
て
引
施
を
許

し
、
草
高
の
滅
少
と
同

一
の
郊
果
を
奥
へ
、他
の
一
=
ケ

村
は
地
元
甚
だ
し
く
狭
少
な
ら
ざ
る
理
尚
で
阪
絡
を

倣
周
せ
し
め
た
。
内
線
地
を
行
ふ
手
続
は
、
定
線
地

奉
行
が
出
張
せ
ず
、
御
扶
持
入
十
村
が
執
行
の
任
に

首
り
、
竿
取
人
に
自
郡
の
者
を
用
ひ
、
新
聞
裁
許
を

怠
興
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
併
し
そ
の
事
情
甚
だ
閃

艇
な
場
合
に
は
、
他
掛
か
ら
選
定
し
た
折
役
・縄
張

人
・竿
取
人
を
随
へ
た
改
作
翠
行
の
出
張
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

ナ
イ
ト
ウ
カ
女
チ
カ
内
藤
賢
周

辺
都
秀
太
郎
。

儀
八
郎
・
勘
左
街
門
・勘
兵
衛
。
寛
政
七
年
幼
少
で
祖

父
粥
三
郎
元
理
の
也
知
三
の
一
を
製
ぎ
、
九
年
本
知

百
石
に
復
し
、
定
番
御
服
組
組
江
戸
御
腐
敗
番
と
な

り
、
文
政
八
年
間
御
用
人
に
進
み
、
天
保
十
年
五
十

石
を
加
へ
て
関
前
と
な
っ
た
。

ナ
イ
ト
ウ
キ
ユ
ウ
ホ
内
藤
休
甫

ま
た
求
甫
に

作
る
。
貞
享
三
年
間
羽
咋
郡
萩
谷
村
の
在
婦
人
内
際
父

助
揮
す
に
関
す
る
御
邸
周
揚
奉
行
の

雪
上
郡
に
、
『
父

内
膜
求
甫
微
妙
院
秘
伝
被
召
出
、
御
知
行
千
七
百
石

被
下、

御
穆
公
巾
上
候
磁
、
親
徳
路
呉
凶
」
但
他
鎚
候

節

一
一
加
に
結
越
、
徳
庵
死
去
以
後
御
閥
民
間
間
儲
有
之

ω陣
、
防
防
院
採
御
設
に
川
、
施
永
武
捻
年
に
江
戸
H
M

被
召
寄
、
宗
門
御
吟
味
に
公
儀
に
御
出
し
候
之
階
、

正
保
二
年
御
教
施
被
均
成
、
御
凶
作
彼
迷
、
御
扶
持

方
拾
人
扶
持
被
下、

延
期
叫
元
年
十一

一
月
病
死
仕
問
御

座
候
。
』
と
犯
し
て
、
恰
も
休
甫
が
徳
胞
の
子
好
次
で

あ
る
が
如
く
M
M

へ
て
ゐ
る
。
し
か
し
好
次
は
出
長
七

年
前
問
利
長
か
ら
千
七
百
石
を
職
せ
ら
れ
た
人
と
い

ふ
か
ら
、
延
出
回
中
ま
で
生
存
し
得
た
と
は
殆
ど
信
ぜ

山官
ト 0 ト
ンン
ビビ
ヤ ガ
マミ

ネ

窟
ケ

峰

』
ト
ピ
ガ
ミ
不

n 

ウ

欝
山

線
夏

久
外
貌
民。

お
山
。

J
l
ピ
ヤ
マ

ド
ン
リ
ヨ
ウ

J
キ
ユ
ウ
ガ
イ
ド
y
リ
ヨ

ナ

ナ
イ
ケ
ン
チ

内
検
地

加
到
滞
の
初
期
で
は
一

同
一
榔
を
泌
じ
て
行
」
惣
織
地
の
外
、
述
訓
胞
の
隠
旧

を
殺
き
、
川
崩
懇
の
鎚
地
を
査
定
す
る
掛
合
に
、
郎

ヨ

勾Tν

分
的
の
織
地
を
行
う
た
が
、
そ
の
後
古
聞
は
似
令
都

地
の
岱
地
杭
に
不
足
を
生
じ
た
こ
と
を
申
立
て
L
も

容
易
に
棟
地
を
許
さ
ず
o
V
A
新
聞
縫
一
尚
畑
直
樹
一
一
n
同

等
に
は
、
本
織
地
の
手
創
が
繁
雑
で
あ
る
か
ら
、
内

俄
地
を
以
て
之
に
代
へ
る
こ
と
に
し
た
。
放
に
迎
。文

六
年
の
部
上
に
は
少
分
の
本
織
地
を
行
う
た
こ
と
が

見
え
る
が
、
元
政
年
中
に
は
容
易
に
核
地
を
執
行
せ

ざ
る
こ
と
を
飢
定
し
、
事
和
二
年
に
は
叉
木
験
地
の

手
約
を
定
め
、
阿
年
石
川
部
奥
泊
村

・
内
尾
村
に
之

を
行
う
た
。
次
い
で
文
政
元
年
の
勤
方
阪
に
は
、
部

沼
の
土
地
不
足
に
は
験
地
を
行
は
ず
、
川
山
朋
等
に
よ

っ
て
村
世
間
巡
分
に
減
じ
、
永
久
復
盗
の
見
込
な
き
製

A
n

に
の
み
、
設
織
の
上
之
を
許
す
と
い
ひ
、
そ
の
頃

越
中
郁
技
部
久
泉
村

・
柳
潮
村
を
棟
地
し
た
が
、
悶

後
本
検
地
を
行
ふ
こ
と
全
く
印
悶
え
た
。
き
れ
ば
天
保

ド
ン
チ
ョ
ウ
ジ
頓
鑓
寺

て
、
中
叫
宗
束
仮
に
凶
す
る
。

胤
臥
同
郷
似
川
に
在
つ

"￥ 

六
O
六

ら
れ
ぬ
。
〔
内
陳
氏
問
絡
に
、
好
次
の
加
賀
に
来
た
の

を
殴
長
元
年
と
す
る
院
は
採
ら
ぬ
が
、
若
し
然
り
と

す
れ
ば
向
更
で
あ
る
。
U

特
に
一
旦
臼
宋
に
抗
さ
れ
た

も
の
が
、
保
革
に
再
び
入
凶
し
て
蹄
滞
し
て
ゐ
た
と

も
思
は
れ
ぬ
。
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
は
家
悼
の
秘
話

で
、
休
甫
は
徳
庖
の
膝
人
に
制
迩
な
い
が
、
外
凶
に

伴
は
れ
た
も
の
で
な
か
ら
う
。
但
し
休
部
の
子
孫
が

切
支
介
類
践
を
以
て
辿
せ
ら
れ
た
こ
と
の
桜
町
は
、

元
椋
十
泊
年
又
助
弟
揃
左
衛
門
の
般
さ
る
病
死
の
際

の
文
訟
に
よ
り
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
後
四
期
左
術
門

の
曾
孫
源
三
郎
玄
理
の
時
、
天
明
五
年
前
回
治
備
は

百
石
を
給
し
、
後
筒
附
々
之
を
綴
い
だ
。

ナ
イ
ト
ウ
ゲ
ン
カ
ン
内
藤
元
鑑
訴
は
均
。
文

化
十
三
年
火
山
田
純
の
也
知
の
内
二
一白
石
を
受
け
て
滞

留
に
任
じ
、
文
政
沼
年
か
ら
七
年
ま
で
は
前

mm閉山

附
と
な
白
、

mm聞
の
卒
後
又
去
勤
と
な
っ
た
が
、
天

保
九
年
十
且
三
日
広
十
九
段
を
以
て
残
し
た
。

ナ
イ
ト
ウ
コ
ウ
ス
ケ

内
際
政
姉

大
型
寺
滞
士
。

後
聴
男
・
師
一
。
江
戸
定
府

内
膜
勝
右
衛
門
の
刻
。

文
久
三
年
正
且
新
た
に
召
附
さ
れ
て
大
型
等
間
住
を

命
ぜ
ら
れ
、
新
説
抱
術
附
胞
と
な
り
、
明
治
元
年
八

月
加
賀
滞
の
沼
に
加
。
て
北
越
服
用
甲
に
従
う
た
。

ナ
イ
ト
ウ
ジ
ユ
ン
リ
ヨ
ウ
内
藤
帽
夏

初
め
越

中
放
生
同
悼
の
川
殴
者
で
あ
っ
た
が
、
明
利
九
年
訪
問

さ
れ
て
ニ
イ
人
扶
持
を
賜
ひ
、
安
永
中
市
民
に
十
人
扶

持
を
加

へ
、
天
明
五
年
授
。
子
係
宗
安
・山田純

一苅
鍬
・

宗
春
等
相
続
い
だ
。

ナ
イ
ト
ウ
ス
ケ
ザ
ヱ
モ
ン
内
藤
助
左
衛
門

初

名
左
近
。
佐
野
修
理
大
夫
政
側
の
子
で
、
内
際
大
和

守
に
謎
は
れ
、
北
保
氏
政
の
臣
と
し
て
筑
井
城
を
守

っ
た
が
、
後
に
前
問
利
長
に
来
仕

L
、
政
問
百
石
を

受
け
た
。
子
孫
滞
に

mm却す
る
。

ナ
イ
ト
ウ
セ
イ
内
藤
誠

前
名
を
誠
左
衛
門
と


